
はじめに

国際農林水産業研究センターは、平成5年10月 1日に熱帯農業研究センターを改組して設立さ

れた。これにともなって、研究活動領域もこれまでの熱帯・亜熱帯に加えて、温帯・冷涼帯も含

めた開発途上地域全体に拡大し、農林水産業及び環境問題の解決に向けて研究を行なうこととな

った。海外情報部においても、開発途上地域における農林水産業研究の効率的推進のため、地域

別農業特性に関する諸情報の収集及び分析・評価を進めている。

国際農林水産業研究センターの地域別農林水産業特性の収集・分析は、アジア地域では主とし

て東南アジア諸国を中心に進められ、中央アジアや西アジアにおける農林水産業の生産動向や技

術に関する情報収集はほとんど実施されていない現状にある。とりわけ中近東では、地下水潅漑、

オアシス農業や遊牧など、特徴的な乾燥地農業が展開されているにも関わらず、引き続く戦乱や

社会的混乱のために調査の機会が少なく、他のアジア地域と比較して農林業情報の収集・分析が

著しく遅れた地域である。平成3年度に実施した中近東北部のシリア、トルコでの調査に続いて、

平成 5年 4月 1日から29日まで、アラビア半島中南部のサウジアラビア、イエメン、オマーンの

3カ国における農業特性とその技術動向の調査を実施した。この調査は、上記の3カ国において

当センターが実施した初回の現地調査である。

乾燥地は一般に降水量の少ないところを指すが、より正確な定義では、年間を通じて降水量よ

り蒸発散量が多い地域を意味する。こうした定義に従って世界の乾燥地を眺めると、南緯30• 、北

緯30・を中心とした中緯度地帯に乾燥地は多く分布し、その面積は世界の陸地の31%、48百万km勺こ

も及ぶ。乾燥地面積が大きいアフリカ大陸とアジア大陸では、それぞれ陸地の58劣及び37％を占め

ている。アジア大陸の乾燥地は西アジアから中央アジアにかけて広がり、その西端に今回の調査

対象地域であるアラビア半島が含まれる。乾燥・半乾燥地において展開される農業の形態は、基

本的に天水農業(Dryfarming)と潅漑農業(Irrigatedfarming)に大別される。

こうした乾燥地農業の基本概念を念頭に置きながら現地を訪問してみると、砂漠に点在する伝

統的オアシス農業と牧畜、海岸平野部や山岳高原部の天水農業など、地勢や気象条件によってそ

の農業形態が実に多様である。さらに、サウジアラビア、オマーンでは、広大な砂漠の中で地下

水（化石水）に依存した近代的大規模潅漑農業や酪農及び施設園芸農業が展開されている。今回

の調査は、広大なアラビア半島の3カ国を短期間に飛行機や車で移動、訪問しながら実施したた

め、得られた情報は極めて限られたものではあるが、各地域における農林業特性の調査と併せて、

現地機関の研究体制や技術動向に関する情報収集を可能な範囲で実施した。そこで得られた情報

をもとに、本報告書では、現地の農業統計に基づく農畜産業生産の現状と特性を分析して取りま

とめ、併せて研究報告書の中から主要な研究成果を要約して補足説明資料とした。本研究資料が、

今後のアラビア半島諸国や広範な乾燥地域との研究協力を推進する上で参考になれば幸いである。

本調査の準備や現地での行程に際して、鳥取大学乾燥地研究センター、現地の日本大使館、国

際協力事業団 (JICA)及び訪問国の諸機関など、内外の多くの方々から貴重な情報の提供や御配

慮を受けた。ここに記して、心から謝意を表する。
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